
あかいわ創生会議 資料４

デジタル田園都市国家構想交付金の効果検証について
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創生総合戦略
人口減少・少子高齢社会の到来を前提とした中で、赤磐市が

さらに発展していくために、人と人、人と地域の絆が大切にされ、
市民、地域、事業者、行政がともに支えあい、協働によりまちづ
くりを進めていくことが必要であることから、各主体が具体的に
果たすべきことを共有できる指針として「第２次赤磐市総合計
画」を策定。

赤磐市総合計画
総合計画の方針において、特に、地域経済の活性化や

人口減少問題に対応し、持続可能な発展に向けて取り組む
べき内容を重点化した内容を示したものとして「創生総合
戦略」を策定する。

人口減少問題に特化して早急に取り組む

国及岡山県版
総合戦略を勘案
（まち・ひと・しごと
創生法第10条）

人口ビ
ジョン

【地域再生計画】
創生総合戦略に基づく先導的な取組

を支援するため、創生総合戦略に記載
された事業を盛り込んだ計画

地方創生交付金
（財政支援の矢）

総合計画と創生総合戦略の関係
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令和５年度に「デジタル田園都市国家構想交付金」として、次の４つのタイプに分け
られている。
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地方創生推進タイプ 地域で支え合い健やかに暮らせるまちづくり事業

健康ポイント事業
（健康増進課）

・アプリ、活動量計配布。歩数に応じたポイント
を付与
・市内２か所に体組成計を設置し参加者が定期的
に測定
・各種事業等への参加によりポイント付与
・付与されたポイントで地元特産品と交換

健康推進企業の創出
（健康増進課・商工観光課）

・健康ポイント事業に賛同したり、従業
員の健康づくりのために、市の栄養士や
保健師が企業に訪問して行う健康教室の
開催に積極的に取り組む市内企業を「健
康推進企業」として認定する。
・認定された企業で働く従業員には、ポ
イント付与にボーナスがつくなどの特典
をおく

生涯スポーツ事業（既存）
（スポーツ振興課）

・スポレクフェスタ、東京オリン
ピック関連事業などの健康づくり事
業に参加した参加者に、健康ポイン
トを付与する。

自転車を活用した啓発事業
（商工観光課）

・新たなサイクルルートを活用したサ
イクル事業の実施（市民参加の場合は
ポイント付与）
・観光事業としてのサイクル事業で市
外からの人を呼び込む

健康ポイント付与事業の充実
（全部署）

・各部署での取組において、健康づくりにつながる
事業について把握し、ポイント付与事業を増やす。

35～64歳の
赤磐市民

あかいわ創生会議

7



あかいわ創生会議

【令和５年度の取組内容について】

①健康ポイント事業（健康増進課・商工観光課・社会教育課）
市民の健康に対する関心を高め、健康的な生活習慣を実践する行動変容のきっかけとなるよ
う健康増進インセンティブとなる健康ポイントの仕組み「あかいわ健幸ポイント事業」を令
和３年度から実施。35～64歳までの市民を対象としてアプリや活動量計を配布し、歩数に応
じたポイントを付与する。対象を200名から300名に拡大し、広く周知した。ポイントが付与
される対象となる健康に関する教室の回数や種類を広げた。

②サイクル事業
コロナ禍における新たな観光誘客手段として、赤磐市では令和２年度に制定した「あかいわ
サイクリングルート」を活用し、観光振興及び参加者の心身の健康保持を目的として、「赤
磐市サイクリングルートＰＲ及びサイクリングイベント実施業務」を実施した。サイクリン
グルートの魅力をインフルエンサー１名とユーチューバー１名、ＲＳＫアナウンサーを中心
にテレビ媒体、ＳＮＳ、YouTubeで発信した。(テレビ放送２回実施、ＰＲＣＭ放映回数100回
以上)
また、デジタルスタンプラリー「あかいわサイクルスタンプラリー」を並行して実施。市内
15カ所をチェックポイントに設定し、赤磐市内の観光地及び事業者を参加者が巡った。
実施期間は令和５年９月15日～令和５年12月17日。アプリ登録者700人、プレゼント応募者数
は293人となった。
「あかいわ健幸ポイント事業参加者」を対象に「おためしサイクリング」を令和５年10月８
日に開催した。自転車の専門家の指導の下、自転車の乗り方講座と初心者向けのサイクリン
グを行った。参加者は４名だった。
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総事業費 交付金額

9,638,350 4,819,204

事業開始前 令和3年度 令和4年度 令和5年度

指標①

特定健診実施率
28.5

0.50(29.0)
1.2(29.7)

0.50(29.5)
1(30.7)

0.60(30.1)
5.4(36.1)

指標②

30分以上の運動を週2回以上1年

以上実施している人の割合

48.1
0.9(49.0)
2.7(50.8)

0.90(49.9)
▲2.0(48.8)

1.10(51.0)
▲3.3(45.5)

指標③

健康推進企業
0

5(5)
2(2)

8(13)
1(3)

10(23)
1(4)

【令和5年度実績額】

【重要業績評価指数（KPI）の推移】
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３年間の取り組みの自己評価及び事業効果

地方創生に効果があった

【健康ポイント事業の成果】
・事業参加者の「運動習慣が身についたもの」の割合は32.2％から45.5％に増加
・BMI25以上の対象者の数値が27.6から27.4に減少
・自身の健康状態について「良い・まあ良い」は47.6％から52.5％に増加。体調面へのポジティブな変
化を感じている。
・体重の測定頻度も「気が向いたときに・全くしない」が32.9％から22.4％へ減少。自身の健康への関
心は高くなったと考えられる。また、参加者から「健診結果から運動の必要性は感じていたが、きっか
けがなかった。この事業がきかっけになり運動を始められた」という声も聴け、動機付けの一因となっ
ていることが分かった。ただ、商工観光課が健康ポイント事業参加者向けにサイクル事業を企画したが、
参加者が伸びなかった。時間が長い、自転車初心者などハードルがあったようである。
・令和6年度からは健康教室に参加することでポイントを付与する事業に内容を変更して継続する。

【サイクル事業の成果】
テレビ媒体やＳＮＳ・YouTubeなど多彩な方法でＰＲできたこともあり、市内外から多くの方に参加いた
だいた。赤磐市内を周遊いただくと同時に健康増進に資することが出来た。また健幸ポイント事業の参
加者を対象に歩きでも参加することができるなどの取り組みを行った結果、運動を行うきっかけづくり
に貢献することが出来た。
（参加者の声）
・普段行かない場所に行き、いい景色、美味しいものに出会えて楽しかった！
・スタンプラリーは励みになるし何よりやる気につながる。
【課題】
事業実施期間が長いので、意欲を維持するため、定期的にアプリで健康教室を実施するなどしていたが
モチベーションを保つ難しさを感じている。アプリ使用率の減少から、アプリ使用の継続への難しさが
ある。 10
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健康ポイント事業の取組

令和6年度からの新たな取組

サイクル事業の取組 11



デジタル実装タイプ 【高齢者・障害者公共交通利便性向上事業】

事業概要
交通ICカードを発行し、高齢者・障害者のバス運賃を半額にすることにより、公共交通の利用促進を図る。ま
た、利用実績に応じて割引相当額を民間バス事業者へ補填して、現在は企業努力で負担している部分を行
政として相応の負担を行うもの。そのことで、市民の生活を支える公共交通の維持を図る。

具体

サービス

【ハレカカード（交通ICカード）サービス】
• 市は交通系ICカード ハレカカードを発行し、

利用者は非接触決済でバスを利用（半額割
引。市内移動などの制約あり）

• 市が市民に独自の交通系ICカードを発行する
ことで、市民の運賃負担について独自の運賃
割引が実施できる。そこで、障害者などに加え
て高齢者の運賃も半額割引を実施する。市
内の高齢者は移動の不安が軽減され、運転
免許の返納も促進され、安心安全なまちづくり
に資する。

• 公共交通の利用促進を図り、割引相当額を
補填することにより、人口減少に伴い利用者も
減少していくことが想定される中でも、公共交
通網の維持を図る。

• カード発行者として得られるデータを分析し、
データに裏打ちされた交通政策を実施できる。

主な

KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①市発行ハレカカードを利用して半額割引を受け
た高齢者数

【アウトカム指標（成果指標）】
①高齢者の免許返納数

バス事業者

【通常運賃】
・一般

【半額運賃】
・障害者
・高齢者（市民のみ）

【
カ
ー
ド
発
行
元
】

岡山市

【
バ
ス
利
者
】

赤磐市

あかいわ創生会議
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ハレカハーフ 説明チラシとカードイメージ
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年 目標 実績

2023年度末 1600 807

2024年度末 3500

2025年度末 8000

【KPI① 市発行ハレカカードを利用して半額割引を受けた高齢者数

2024年２月からの運用開始に先立ち、2023年11月中旬から申込受付の周知を行い、カー
ド申し込みの啓発を行ったが、実際に利用して半額を受けた高齢者は807人だったが、
2023年度末のカード交付件数は1,981件だった。
2024年度にＫＰＩの達成に向け、住民に実際にハレカハーフを使ってどのような動き方が
できるかなどの使い方講座を開催する。

【令和5年度実績額】

総事業費 交付対象経費 交付金額

59,884,499 55,466,824 27,733,412
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【KPI② 高齢者の免許返納数】

年 目標 実績

2023年度末 230 196

2024年度末 250

2025年度末 260

運転免許を自主的に返納等された県内に居住する65歳以上の高齢者の申請により県警が
発行しているカード（おかやま愛カード）の発行数から算出した数値になる。
事業成果をKPIに反映できるには期間が短かった。2024年度から本格的に稼働してくた
め、利用者も増えてくることも想定される。また、周知できる場面などを活用して免許
返納のことも周知を図っていく。
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